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東支那海における海上飛来昆虫の 1976年の採集記録
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Abstract : The ecology of Japanese encephalitis (JE) Virus has been investigated in Nagasaki
area since 1964, in Amami-and Okinawa-islands since 1973. The virus isolation from

overwintering female mosquitoes of Culex tritaeniorhynchus caught in winter and early spring

in Nagasaki from 1965 to 1973 was quite unsuccessful. This result coincides with the fact

that the incidence of gonotrophic dissociation in hibernated tritaeniorhynchus females was

extremely rare. Consequently, we came to the supposition that the possibility of the presence

of JE virus in overwintering tritaeniorhynchus might be greatly low in Nagasaki area. On the

other hand, the persistence of JE virus in overwintering female mosquitoes of Culex tritaeniorhyn-

chus and the maintenance of the cycle of the virus between vector mosquitoes and pigs through

the year was demonstrated in Amami island in 1973 and in Okinawa island in 1976. However, the

persistence and the cycle of the virus in vector mosquitoes and pigs were interrupted in both

island at the following surveys. Taking these evidences into consideration, one may propose a

speculation that the mosquitoes infected with the virus will be transported by the wind into

southernpart of Japan including Amami-and Okinawa-islands from a certain epidemic area. As

an attempt to verify these speculation a collection of transoceanic insects on East China Sea was

made on board of a training ship of the Fisheries Faculty, Nagasaki University, "Nagasaki-

Maru" from 24th June to 3rd July 1976. In this paper, the result of the captured transoceanic

insects was recorded. Unfortunately, no mosquito was detected in this case, but regular

migrants such as the dragonfly, Pantala flavescens, several moths and leaf-hoppers were
recognized. . '
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は　じ　め　に

1964年以来,長崎大学熱帯医学研究所ウイルス学部

門及び同大学医学部医動物学教室ほ長崎地方,奄美大

島及び沖縄の日本脳炎(日脳)ウイルスの生態を追究

Lてきた.その結果, Fukumi etal. (1975), Hayashi

et al. (1975), Wada et al. (1976)は長崎地方では越

冬コガタアカイエカほ日脳ウイルスを保持Lて越年す

る可能性が少いにとを指摘した.一方, Hayashi et al.

〔1975〕及びUra (1976)は奄美大島及び沖縄でほ冬

期の蚊から日脳ウイールスを分離し,条件さえよければ

日脳ウイルスほ越冬蚊体内で越年し得るにとを明かに
L J

Lた.また,蚊以外に日脳ウイルスを保持Lて越冬す

るものも明かでない.朝比奈(1969, 1970, 1972)及

びHayashi et al. (1975)は東支那海の洋上でコガ

タアカイエカが採集されることを報告した･.このよう

な背景から日脳ウイルスは日本以外の地から持ち込ま

れる可能性を考えぎるを得ないにとに至った.この仮

説を実証するための試みとLて1976年6月24日から7

月3日に至る間,長崎大学水産学部練習船長崎丸(587

トン)に便乗Lて,東支那海域を航海し飛来昆虫の捕

集を試みたので,その概要を報告する.

調　査　方　法

FHKスーパーライトトラップ(6Wブラックライ

り富士平工業, 11基と,ナイロソゴース製直径1m,

深さ1.5m　のネット2基を練習船長崎丸(587.46ト

ン〕にFig.1のように設置した.

トラップNo.1及びNo.2ほ船前方よりの-?

スサイドの通路左,右にそれぞれ設置L,上部にほ覆

いがあり,水面から　5mの高さであった.トラップ

No.3-No.6　は前部アッパーデッキのレーダーマ

ストに取り付け,水面から12.5mの高さ,トラップ

No.7　ほ中央ナビゲイショソデッキで,水面から7m

の高さ,トラップ　No.　-No.11は後部甲板トロ

-ルデッキのマストで,高さ8mに,No.12と　No.

13はネットで同一場所8.5mに設置Lた.

ネットは,長崎港出港40分後(北緯32-31.6,東経

129-30.9)に揚げ,以後,ライトトップと同時に回収

した.

ライトトップほ毎日午後8暗から点灯Lて前夜半の

午前0時に回収し,午前0時から再び点灯して午前8

時- 8時30分に回収Lて昼間は消灯した･

採集時には,通常10ノットの速さで船ほ航行したが

6月25日, 26日, 27日の前夜半ほ,停船Lて船の明り

も点灯した.

停船時にほ,船の各所を観察Lてアスビレータ-と

ネットによる採集も行った.

調査地と期間

蘭査は, 1976年6月24日,午後2時長崎港を出港し

て東支那海上,北緯26-52.0-31-41.0,東経126-129

の問を航行し, 7月3日,長崎県五島福江特に寄港し

た.

し

結　　　　　果

第1回調査: 6月24日,午後8時からライトトラッ

プを点灯し10ノットで航行し25日午前0時回収した.

当時の天候は,東南東の風,風力3,曇り.ライトト

ラップには採集個体なし,ネット　No.12にウソ力演

11個体, No.13にウソカ類4個体が捕集されていた.

しかL,ネットは24日午後2時40分から揚げていたも

ので,長崎周辺或いは周辺の島々のものを捕集した可

能性がある.

第2回調査: 6月25日,午前0時から午前8時15分

の問,平均9ノットで航行した.天候は,時間によっ

て異り,主に北西,北北西,風力,3-4雨時々曇り,

ライトトラップ,ネット共に採集個体なL.
J

25日午前7時,船内の通路でウスバキトソボ1雌生

二童　t_-

Fig. 1. Position of light vtraps and nets set up on the training

畠hip "NagasakトMaruナ* belonging to the Fisheries Faculty

of Nagasaki University,
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体を採集した.

第3回調査: 6月25日,午後8時停船して船のライ

トも点灯し26日午前0時まで漂流(北緯28-56.8-29-

o2.0,東経127-30.0-127-35.5〕天候は北々東の風,

風力3,雨時々曇り.得られたウソ力演以外の昆虫類

は次の通りであった.すなわち, 6月25日午後7時,

一船内通路でウスバキトンポPantala flavescens (Fabr-

icius)雌1個体,同日午後8時から同12時までの間,

トラップNo.2, No.4　及び　No.7　でホシホウジャ

クMacroglossum pyrrhosticta Butler堆2個体,フ
rJ

トスジュダシャクCleora　申ulsaria Walker雄1個

体及びヤガの一種Catocalinae sp.雄1個体が採集

された.また,採集されたウソ力演ほTable lの通

りであった.

トラップNo.1及びNo.2にほ多数のウソ力演が

捕集されたが,他のトラップ及びネットでははとんど

採集されなかった.これはトラップ設置の位置と風の

当り具合とに大きく左右されていたようである.トラ

ップNo.1及びNo.2ほ船壁で上部には覆いもあ

り,特にトラップ　No.2　の位置はぃウンカ渠が採集

されたときは凪がほとんど吹き込んでいない場所であ

ったにとが最も多く採集された理由であろうと考えら

れた.

また, 6月25日午後9時頃から船壁に発見されるよ

うになったウソカ類を　Aspirator　で採集Lたが,そ

のほとんどはトラップ　No.2　に近い風のない船壁で

集中的に採集された.午後9時から午前0時までに,

ウソカ類133個体, --1個体,ホシホウ.)ヤクユ個

体を得た.

第4回調査: 6月26日午前0時から午前8時30分の

間, 8.9ノットで,北緯29-0.20-28-0.30,東経127-

35.5-127-05.8を航行Lた.天候は第3回詞査と同

もN
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樵,北北東,風力3,曇り時々雨であった.

採集結果はTable 2及び3に示す通りであった.

すべてのライトトラップとネットで採集されたが,特

にトラップ　No.2　に多くウソカ額111個体が捕集さ

れた.

6月26日午後3時30分,船内でアメ/:チの1種, 1

個体を採集した.

第5回調査: 6月26日,午後8時-11時まで停船し

船のライトをつけて,北緯27-14.9-27-18.8,東経127-

13.4-127-09.7を漂流,風は南東で風力3 ,曇り時々

両.

トラップ　No.2　にウソカ塀2個体のみで,租は採

Table 1.　Collection record of leaトhoppers

Date.x.TrapNilapaTi-enetN｡.lugens昌IT#3S

taLH｡rvatl:
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aterryi
i(Muir)
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deckoftheship.
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集されなかった.

6月_26日,午後9時30分,前部左舷でホシホウジャ

ク1個体採集.

第6回調査: 6月26日,午後11暗から27日午前8暗

まで,北緯27-18.8-26-52.0,東経127-13.4-126-

o5.7の間を10ノットで航行,天気ほ東南東の風,風力

3,曇り.

トラップNo.2　にのみ,ウソカ類2,ホシホウジ

ャク1個体が捕集された.

第ア回調査: 6月27日,午後8時から午後11時まで

停船し,船のライトをつけて,北緯28-07.6-28-02.0,

東経127-29.6-127-28.8問を漂流,風ほ東,北東,南

東に変わり風力4,曇り.すべてのトラップに捕集さ

れなかった.

第8回調査: 6月27日,午後11時から28日午前7時

まで,北緯28-02. 0-28-10. 5,東経127-28.8-128-45.. 0

を10ノットで航行,東南東,風力4,曇り.採集0･

台風7 ･ 8号接近のため奄美大島古仁尾へ避難する･

採集地と天気図:第3, 4回の調査時に殆んどの昆虫

額が採集されているため,この時の採集地点と天気図

をFig.4に示した.　　　　　　　　r

また,採集されなか-lた第, 7回の調査時の採集

地点と天気図をFig.5に示した･

Fig. 4,-5に示したよう忙採集された地点ほいずれ

も梅雨前線の温暖前線側にあり,一方,採集されなか

った地点では,梅雨前線を通過Lて寒冷前線側に位置

しているとにろであった.

Table 3.　Collection record of leaトhoppers

-0 . r Condition of collectionSortof
leaf-hoppers Number Date , Time Place or trap No.

Nilaparvata 7(6), ll(9) Jun. 26 AM 0:00 Trap No. 1
lugens Stal AM 8:00

86(6), 48($) .* * * No. 2
à"1(9) * * '* No.3

1(9) * ^ '/ No.4
2(3), 2(9) * /> // No.5
1(6), 1(9) * * * No.6

7(8), 8(9) '* * * No.7
1(6), 1(9) * * * No.8
7(8), 6(?) '/ // '/ No. 9
1(8), 5(9) ' * '*à"'à" ^ No.10
3(6), 6($) ^ * . * No.ll
5(6), 4(9) ^ x' Net No.12
1(6), 1($) ^ ^ ^ No.13

29(8),.43(9) * AM 0:00 Upper deck
(by aspirator)

4(6), ll(9) * PM 9:00 .*
1(9)" ^ PM ll:00 Trap No. 2

Sogatellafurcifera 1(6), 2(9) ^ AM 0:00 * No. 1
Horvath AM 8:00

14(6), 13(9) * * * No. 2
1(6) * * * No.4
3(8), 3($) ^ > à"à"* No.7
3(8), ^ * * No.9
1(6) * * Net No.13

16(8), 7(9) * AM 0:00 Upper deck
(by aspirator)

1(8), 2(9) * PM 9:00 . *

Sog. longifurcifera 1(9) * AM 0:00 Trap No. 4
(Esaki et Ishihara) AM 8:00

Toya propinua 1(8) " * * ^ No. 9
(Fieber)

Laodelphax 1(8) * * Net No.13
striatellus
(Fallen)

£?#. tero* 1(8) Jun. 26 PMll:00 Trap No. 2
(Muir) ^ 27 AM 8:00
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Fig. 4. The weather condition and the position of the ship in the East
China Sea when transoceanic insects were captured from the
evening of June 25 to the very early morning of June 26, 1976.
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あ　と､が　き

今回の調査で,岸本氏(1975)が指摘しているよう

な小尾虫類が多数採集される条件の天気図,つまり,

梅雨前線が中国から西日本にかけて停滞し,この前線

上を中国大陸で発生した低気圧が通過するような天気

に遭遇しなかったこと,台風7･8号の接近で,調査期

間が短かくなったことなどが重なって,目的のコガタ

アカイエカ採集は出来なかったが,海上飛来佐屋虫の

存在を実際に確認し,今後のこの種の研究に多くの示

唆を与えるものがあったと考えられる.

次回の調査では,更に中国大陸寄りの海域で船を漂

流させながら,目的の天段になるのを待つ方法をとる

計画である.
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